





















































































子 1)、朝倉　裕貴 1)、清水　宏子 1)、高橋　奈美 1)、




































子 1,4)、村木　京子 2,4)、河原美智子 3,4)
【はじめに】東部ブロック看護部長会は、看護職員の確保と定着、
看護の専門性を高めチーム医療の推進に取り組んでいる。活動の1
つに専門資格を有する看護師育成があり、平成22年からは認知症看
護認定看護師育成の研修を開始した。25年4月現在、認定看護師は
ブロック内で12名となり研修の成果が得られた。
【取り組みの実際】平成17年に認知症看護認定看護師の育成が日本
看護協会で始まり、東部ブロックでは20年に3名の認定看護師が誕
生した。22年からこの3名を講師に認知症看護に興味関心があるブ
ロック内の看護師を対象に研修を行った。目標は、認知症看護にお
ける基本的知識・技術を習得することができる、得た知識・技術を
臨床での実践に活用できるとしている。内容は、8月に基本的知識
に関する講義、11月に演習を実施した。演習は、自部署の看護実践
や患者の反応を共有し援助方法や課題について話し合う。24年から
新たに誕生した認定看護師を各グループに1名ファシリテーターと
して起用した。
【結果と考察】受講者は3年間で93名、そのうち認定看護師となった
者は9名（9.7％）であった。23年に赤十字看護大学フロンティアで
認知症看護コースが開講することをチャンスと捉え、認定資格取得
に向けた動機づけを行った。演習を通して受講生は、専門的な知識・
技術の取得が認知症患者の変容に効果的であることを学んだ。また、
ファシリテ―タ―である認定看護師は身近なロールモデルであっ
た。受講者の約１割が認定看護師となり本研修は認知症看護の質向
上に貢献できた。
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